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安威川ダム推進会議

■ 試験湛水の進捗（５/９時点）
・貯水位 標高 125.0    m ※ 常時満水位=99.4m

・貯水量 16,400 千m3
・貯水率 100.0 %

令和５年５月９日

令和４年９月５日（試験湛水開始直後）

ダ ム
堤 体

（撮影位置）

ダム堤体

ダム堤体

※ 最低水位90.2m以上



令和４年９月５日（試験湛水開始直後）

令和5年5月9日
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■ 試験湛水の経過と今後の予定
令和４年
・ ９月 ５日 試験湛水を開始
・１０月１０日 最低水位到達 （標高 90.2m）
・１１月１７日 常時満水位到達（標高 99.4m）
令和５年
・ 5月 8日 最高水位到達 （標高 125.0m）
・ ５月１０日 貯水位を降下させる放流を開始

・ ６月中旬 最低水位まで降下し、試験湛水を完了

12/21 EL=103.5m

5/8（月）6:34
S.W.L到達



【資料11-2】安威川ダム完成に伴う浸水想定区域図等の更新及び氾濫危険水位等の見直し
大阪府河川室計画Ｇ

「浸水想定区域図」及び「洪水リスク表示図」の更新

○概 要

・安威川ダムの完成により、神崎川・安威川流域で想定されている浸水の範囲や深さが低減するため、現在
公表している「洪水浸水想定区域図」及び「洪水リスク表示図」の更新を行う

・安威川ダム完成後に、土室川分水路のオリフィスを撤去し、安威川流域への放流量を増やし、女瀬川流域
への流量を低減させるため、同様に女瀬川の洪水浸水想定区域図等についても更新を検討する

・安威川ダムの供用開始、土室川分水路のオリフィス撤去工事後、更新した図面の公表及び浸水想定区域の

指定を予定

〇対象河川

・神崎川流域：神崎川、中島川、左門殿川、西島川、天竺川、兎川、高川、旧猪名川、糸田川、上の川

・安威川流域：安威川、正雀川、正雀川分水路、山田川、大正川、境川、三条川、新大正川、茨木川、

佐保川、勝尾寺川、川合裏川、裏川、箕川、郷之久保川、土室川分水路、下音羽川

・芥川流域 ：女瀬川

〇更新内容

・安威川ダムの完成、土室川分水路の本格供用、神崎川の河床掘削、支川の改修等の状況を計算条件に反映
してシミュレーションを実施し、以下の図面を更新

項 目 洪水リスク表示図 浸水想定区域図

確率規模 1/10、1/30、1/100、想定最大 計画規模（1/100）、想定最大

表示情報 浸水深、危険度
浸水深、（想定最大のみ⇒）浸水継
続時間、家屋倒壊等氾濫想定区域



「氾濫危険水位」及び「避難判断水位」の見直し

安威川ダム完成により、下流の安威川の「氾濫危険水位」及び「避難判断水位」の設定に用い
ている「水位上昇速度」が低下することから、安威川ダム供用開始に合わせて各水位を以下の
とおり変更する。

安威川ダム完成に伴う浸水想定区域図等の更新及び氾濫危険水位等の見直し

観測所
現行 ダム供用開始後

避難判断水位 氾濫危険水位 避難判断水位 氾濫危険水位

鶴野橋 4.10 4.50 4.40 4.90

千歳橋
（洪水予報基準点）

3.65 4.00 4.25 4.55

太田橋 2.80 3.00 3.35 3.45



令和 5 年度 安威川ダムフラッシュ放流のお知らせ 
 

安威川ダムでは、ダムより下流の安威川の環境改善を目的としたフラッシュ放流を行います。 

フラッシュ放流実施日は、安威川の水位が上昇し危険ですので、川の中に入らないでください。 

 

１．フラッシュ放流実施予定日 

・令和 5 年 6 月から令和 6 年 3 月までのフラッシュ放流実施予定日は下表のとおりです。 

実施予定日 放流時間 

最大 

放流量

（m3/s） 

実施予定日 放流時間 

最大 

放流量

（m3/s） 

6 月 20 日（火） 10 時から 14 時 4 9 月 12 日（火） 10 時から 14 時 5 

7 月 4 日（火） 10 時から 16 時 30 9 月 26 日（火） 10 時から 14 時 5 

7 月 11 日（火） 10 時から 14 時 5 10 月 3 日（火） 10 時から 16 時 30 

8 月 1 日（火） 10 時から 15 時 10 10 月 11 日（水） 10 時から 15 時 10 

8 月 8 日（火） 10 時から 14 時 5 11 月 14 日（火） 10 時から 14 時 5 

9 月 5 日（火） 10 時から 15 時 10 3 月 19 日（火） 10 時から 14 時 5 

・試験湛水の進捗状況によっては、上記予定日を変更する場合があります。 

・放流開始 30 分前には、茨木川合流点より上流の安威川堤防上にある放流警報局のサイレンを鳴らし、 

放送により注意喚起を行います。 

・実施予定日までに大雨等により安威川の流量が増加した場合や、ダムの貯水量が不足する場合には、 

予告無くフラッシュ放流を延期・中止する場合があります。 

・延期・中止に関する情報は安威川ダム建設事務所ホームページ（右QRコード）でご確認ください。  
 

※フラッシュ放流の目的 

ダムは大雨時に下流の洪水被害を軽減する効果がありますが、同時に日頃の雨による川の増水も減らしてしま

うため、下流河川の環境が変わってしまう懸念があります。 

そのため、ダムに貯めた水を一時的に流す「フラッシュ放流」を行い、川底をかく乱させて河川の生き物の活

性化等を図ります。 
 

２．フラッシュ放流時の注意事項 

・フラッシュ放流実施時は、晴天であっても安威川の水位が上昇します。 

※ 最大 30 m3/s 放流時には、太田橋付近で 1ｍ程度の水位上昇が見込まれます。 

・放流中は危険ですので、川の中に入らないでください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

現在、安威川ダムでは試験湛水を実施中ですが、雨や台風の多くなる出水期前には、 

ダムの貯水位を下げるための放流を開始します。 

放流を開始する日時や期間などの詳細については、決まり次第、 

安威川ダム建設事務所ホームページ（右 QR コード）でお知らせします。 

 

＜問合せ先＞ 大阪府 安威川ダム建設事務所 ＴＥＬ：０７２－６２６－６０８３ 

平常時 フラッシュ放流時 

水位上昇 

ダムの貯水位を下げるための放流について 

ShiraiYuki
テキストボックス
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